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①
とも子ちゃんのお母さ
んは、エレベーターに
乗っているとき、走っ
てくる人を見ると、
「開く」ボタンを押し
て笑顔で待っています。
とも子ちゃんは、お母
さんがどうして嬉しそ
うなのか、不思議に
思っていました。

②
ある日お母さんとエレ
ベーターに乗ったとも
子ちゃん、荷物を持っ
て走ってくる人を見て、
お母さんのように「開
く」ボタンを押して
待っていると、乗って
きたおじいさんからお
礼を言われました。

③
「開く」ボタンを押し
てあげると、喜んでく
れることを知ったとも
子ちゃん。
笑いかけて乗ってくる
お姉さんもいました。
とも子ちゃんも、に
こっと笑顔になりまし
た。

④
エレベーターが動き出
したとき、「3階お願い
します」との声が聞こ
え、とも子ちゃんは、3
階のボタンを押しまし
た。その男の人に「あ
りがとう」と言われた
とも子ちゃん、すがす
がしい気持ちになりま
した。

⑤
買い物が終わって、ま
たエレベーターに乗り
ました。今度はお母さ
んの後ろで、乗ってく
る人や降りる人をよく
見ることにしました。

⑥
エレベーターが1階に着
きました。「開く」ボ
タンを押しているお母
さんに、「ありがと
う」と言っていく人、
軽くおじぎをしていく
人、何も言わないで降
りていく人、いろいろ
な人がいます。

⑦
何も言わないで降りて
いく人に、とも子ちゃ
んはちょっとムッとし
ました。
お母さんがせっかくボ
タンを押しているのに、
お礼も言わないなんて
ひどい、と思ったから
です。

⑧
とも子ちゃんはお母さ
んに「お礼を言わない
人はいやな感じ。お母
さんもそう思うで
しょ」と聞きますが、
お母さんは、「ボタン
を押すのはいいけど、
ムッとするのでは、本
当の親切ではない」と
言いました。

⑨
とも子ちゃんは、みん
なのためにエレベー
ターを開けておいてあ
げたのに、どうして私
は親切ではないのかな
あ？と考えます。

⑩
そこでとも子ちゃんは、
普段のお母さんの行動
を思い返します。
そして、お母さんが誰
にでもやさしくて、い
つも自然に親切にして
いることに気づきます。

⑪
そこで、自分は「あり
がとう」と言われない
と、ムッとしてしまっ
たけれど、本当の親切
は、自然にする優しさ
なんだ、とひらめきま
す。

⑫
とも子ちゃんはお母さ
んに、自分が気づいた
本当の親切、親切をす
ると心が温かくなるこ
とを語ります。
そして、これからは本
当の親切さんになるね、
と約束しました。


